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宗MUNAKATA ~ 平成24年 10月 1 日月曜日

十
月
一
日
の
み
あ
れ
祭
に
先
立
ち
、
九
月
九
日
玄
界
灘
の
孤
島
・

「
）
し
ん
じ

沖
ノ
島
鎮
座
の
沖
津
宮
の
御
神
璽
を
お
迎
え
す
る
沖
津
宮
神
迎

え
神
事
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
沖
津
宮
御
神
璽
は
中
津
宮
本
殿
内

陣
に
仮
奉
安
さ
れ
た
。

前
日
、
葦
津
敬
之
禰
宜
以
下
神
職
五
名
が
大
島
へ
渡
島
、
午
後

五
時
よ
り
明
日
の
渡
航
安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

翌
朝
、
御
座
船
と
な
る
「
海
久
丸
」
（
遠
藤
光
浩
船
長
）
に
、
「
國

家
鎮
護
」
の
大
織
、
御
長

手
と
呼
ば
れ
る
紅
白
の
吹

流
し
が
掲
げ
ら
れ
、
船
首

な
み
き
り
f
)
へ
い

に
波
切
御
幣
を
つ
け
御
神

璽
を
お
迎
え
す
る
準
備
が

整
え
ら
れ
た
。

午
前
七
時
、
葦
津
禰
宜

以
下
神
職
、
沖
・
中
両
宮

奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
役
員
、

権
田
仁
八
郎
海
洋
神
事
奉

賛
会
長
、
宗
像
漁
協
大
島

支
所
の
山
口
國
一
理
事
他

♦
宗
像
．』麗国●
1~3日秋季大祭

15 日 祭ぃ
次

己
月

午前10時～
高宮祭

第二宮・第三宮祭

午前 1 1 時～
総社祭

豊栄舞奉奏

璽
迎
え

17 日 表千家献茶祭

午前 1 1 時～

【大島・中津宮】
29 日

沖・中両宮秋季大祭

午前 9 時～
沖津宮大祭

午前 11 時～
中津宮大祭

日
閲
閏
閏

二
十
年
に
一
度
、
社
殿
の
立
替
、
御
装
束
・
御

神
宝
を
新
調
し
て
、
新
し
い
社
殿
に
神
様
に

お
遷
り
戴
く
行
事
で
、
神
宮
で
最
も
重
要
な

お
祭
り
の
―
つ
で
あ
る
▼
こ
の
制
度
が
制
定

さ
れ
た
の
は
、
天
武
天
皇
の
時
代
、
六
九
〇

年
持
統
天
皇
の
時
代
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
途
中
、
中
世
の
頃
、
内
乱
に
よ
り
中
断
、

延
期
が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
回
で
六
十
二
回

目
を
迎
え
る
。
以
来
約
千
三
百
年
の
歴
史
を

有
す
る
て
さ
て
、
な
ぜ
遷
宮
が
行
わ
れ
よ
う

に
な
っ
た
の
か
、
こ
の
事
に
関
し
て
は
諸
説
あ

る
が
、
例
え
ば
建
物
の
耐
用
年
数
や
、
当
時

の
寿
命
や
実
働
年
数
か
ら
二
十
年
と
い
う
年

数
が
建
築
の
技
術
を
継
承
す
る
に
適
当
な
年

数
で
あ
っ
た
と
か
。
さ
ら
に
建
物
が
清
浄
さ

を
保
つ
限
度
が
二
十
年
と
考
え
ら
れ
、
建
物

の
耐
用
年
数
で
は
な
く
、
宗
教
的
あ
る
い
は

精
神
的
な
年
数
で
あ
る
と
の
考
え
方
な
ど
そ

の
他
多
数
あ
る
ご
遷
宮
に
用
い
ら
れ
る
御
用

材
は
す
べ
て
ヒ
ノ
キ
材
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
推
測
す
る
と
、
建
物
の
耐
用
年
数
と
は

考
え
に
く
い
。
部
分
的
な
損
傷
は
修
繕
を
行

え
ば
十
分
に
保
て
る
。
現
在
で
も
数
百
年
を

経
て
い
る
社
殿
は
稀
で
は
な
いT
古
来
か
ら
、

祭
祀
を
行
う
に
際
し
て
、
神
道
は
神
聖
な
場

所
や
清
浄
を
最
も
重
要
に
し
て
い
る
。
新
し

い
社
殿
を
お
造
り
し
、
神
様
に
お
遷
り
戴
く

こ
と
に
よ
り
大
神
の
神
威
を
仰
ぐ
、
そ
れ
が

遷
宮
本
来
の
目
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
杉
）

神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 篭話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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,‘ さ

関
係
者
が
集
ま
り
大
島
港
を
出
港
。
一
れ
、
本
年
度
の
沖
津
宮
神
迎
え
神

海
上
は
凪
で
は
あ
っ
た
が
曇
天
、
二
事
は
無
事
終
了
し
た
。

日曜
海
路
の
半
ば
迄
来
た
と
こ
ろ
で
雨
一
尚
、
沖
津
宮
と
中
津
宮
両
宮
の

が
降
り
出
し
同
八
時
半
頃
に
大
雨
二
御
神
璽
は
、
十
月
一
日
に
海
上
神
幸

月日
f1i

の
中
、
沖
ノ
島
へ
到
着
し
た
。
二
み
あ
れ
祭
）
の
上
、
お
迎
え
の
辺

月
]

1
0
}

到
着
後
、
雨
の
中
を
直
ち
に
海
ご
津
宮
御
神
璽
と
共
に
総
社
・
辺
津

4
一
で
楔
を
済
ま
せ
、
沖
津
宮
本
殿
に
二
呂
内
陣
に
三
宮
の
御
神
璽
が
奉
安

年
i

2
-
成
て
出
御
祭
を
斎
行
。
祭
典
後
、
雨
一
さ
れ
、
三
日
間
に
亘
る
秋
季
大
祭

｝
に
濡
れ
ぬ
様
に
神
職
が
御
神
璽
を
口
が
始
ま
る
。

平
tl[

捧
持
、
一
同
慎
重
に
参
道
を
下

「
り
つ
つ
御
座
船
に
奉
安
、
一
行
は

―
一
路
大
島
へ
向
か
っ
た
。

一
正
午
過
ぎ
に
大
島
へ
到
着
す

像
る
と
、
多
く
の
島
民
が
波
止
場

A

f
で
出
迎
え
て
い
た
だ
く
中
、
中

T
i
 

K
A一
津
宮
迄
御
神
幸
、
そ
の
頃
に
は

z

―
大
島
で
も
雨
が
降
り
出
し
た

A
-

u

[

 

―
が
、
渡
邊
禰
宜
奉
仕
に
よ
り
同

M

、
`

宗
i
宮
本
殿
で
入
御
祭
が
斎
行
さ

＇
氏
子
会
総
代
総
会
開
催
季
大
祭
を
迎
え
た
い
。

r
S

氏
子
奉
幣
使
は
赤
問
西
地
区
の
福
嶋
光
氏
に

S
-
一
｀
守3

ー
ー
｀
ー
i
i

:
:
1
|
.

ー
ー
！

K

＇
,
;
:
n
,
a
-
1
.

i

1
.
-

九
月
二
十
日
、
本
年
度
第
二
回
二
悔
嶋
光
氏
（
赤
間
西
地
区
）
に
決
定

[
O
[
1
1
4i

目
の
氏
子
会
総
代
総
会
が
、
置
鮎
：
し
た
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
福
―
\
i

,
u

'

f

ｷ

 

会
長
以
下
、
総
代
一
〇
一
名
の
出
こ
鴫
氏
に
は
祭
典
前
日
の
一
日
に
神
一

席
の
下
、
清
明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。

□
社
で
斎
泊
い
た
だ
い
た
上
で
、
二
日
一＂

一
叫
＂
．
ー
，
ふ

議
事
で
は
置
鮎
会
長
が
議
長
に
」
祭
に
ご
奉
仕
い
た
だ
く
。
二

l
-柑
悶

選
出
さ
れ
、
秋
季
大
祭
を
中
心
と
一
秋
季
大
祭
に
あ
た
り
氏
子
会
の

[
-
l

し
た
議
案
の
説
明
が
あ
り
、
原
案
こ
百
様
に
は
、
海
上
神
幸
（
み
あ
れ
祭
）
一

r
l
_
l
l
.

―

通
り
承
認
い
た
だ
い
た
。
こ
に
は
じ
ま
り
、
諸
々
と
御
奉
仕
頂
い
―

l
.
"

秋
季
大
祭
氏
子
奉
幣
使
に
つ
い
二
し
い
る
。
神
郡
宗
像
に
秋
を
告
げ
る
，

て
は
、
旧
宗
像
市
地
区
の
選
出
で
―
一
連
の
祭
事
に
、
神
社
も
地
域
の
一
り

承
認
い
た
だ
き
、
後
日
本
年
度
は
こ
i
白
様
と
一
体
と
な
っ
て
本
年
の
秋
一

な様拝 為副田宇自 信官
中々をかし房‘野治石雄で九
、な希ね尽長村、事原氏現月
今要望て力官山海務氏が在四
回職さよしを塁部次は参野日
よをれりご務っ、官群拝村、
う務て宗ーめの宮を馬さ證元
やめお像昇ら内澤は県れ券内
くらり大 れ閣‘じり、た顧閣
実れ‘社た、で細め、田 問官
現御現へ国内川 の副
す多在の 家閣、信農 石房
る忙も参 の官羽、、 原長

........................................................................................................... 

昨内之 たぎ関こ神宮之 事
今閣·参゜る心ち宝‘禰当と
の官幹拝 程をら館高宜日な

冒眉言後 窯誓互昇喜畠詞亙
1塁［閂魯 〖札り円讐塁塁
信岱氣齋 谷よ喜；：言第〖
は談‘ て時宝ぃ、函‘

てじさ蓋 ぉ間にたさ．葦
のめれ津 らを特がら第津
貴、、敬 れ過に、に三敬
..................................................................................................................................... 

•{ っ - 全哀喜石嬰
祈原お
り氏話
申のし
しムを
上属頂
け益い
ま々だ
、すの: 

元
内
閣
官
房
副
長
官

石
原
信
雄
氏
参
拝
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宗
像
大
社
菊
花
会

理
事
会
開
催

口
か
彩
り
鮮
や
か
に
境
内
を
賑
わ
せ

[
i
ま
す
。

当
大
社
境
内
で
開
催
さ
れ
る
西
二
例
年
並
み
の
菊
花
展
開
催
を
懸
念
一

日
本
菊
花
大
会
に
向
け
て
最
後
の
了
し
た
が
、
各
理
事
よ
り
年
々
観
菊
i

理
事
会
が
、
九
月
九
日
県
内
外
か
こ
者
が
増
え
今
年
も
多
く
の
方
々
が
一

ら
五
十
名
を
越
す
理
事
出
席
の
も
二
侍
ち
わ
び
て
い
る
菊
花
展
の
為
に
、
一

と
開
催
さ
れ
た
。
：
出
品
で
き
る
会
員
は
一
点
で
も
多
一

当
日
は
諸
事
項
の
確
認
の
他
、
丁
く
出
品
さ
せ
よ
う
と
の
申
し
合
わ
一

出
品
申
込
み
の
最
終
確
認
も
兼
ね

□せ
が
あ
り
、
事
務
局
は
も
と
よ
り
[

て
お
り
、
各
会
か
ら
の
報
告
が
な
丁
会
員
各
位
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
、
一

さ
れ
た
が
、
猛
暑
の
影
響
か
ら
発
二
菊
花
展
を
盛
大
裡
に
開
催
さ
せ
る
一

育
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
出
品
取
二
畢
が
確
認
さ
れ
理
事
会
は
閉
じ
ら
一

消
し
が
相
次
ぎ
、
七
月
に
提
出
さ
丁
れ
た
。

れ
て
い
た
出
品
予
定
数
よ
り
下
回
一
尚
、
各
方
面
の
御
尽
力
を
賜
り
、
i

る
出
品
数
と
な
る
報
告
と
な
っ
た
。
了
本
年
も
十
一
月
一
ー
ニ
十
二
日
の
一

こ
の
状
況
に
事
務
局
と
し
て
は
、
」
開
催
期
間
で
、
多
種
多
様
な
菊
花
一

『
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会

罪
秋
季
大
祭
打
合
せ
会
[

可観
九
月
七
日
午
後
六
時
三
十
分
よ
二
司
）
よ
り
、
十
月
十
日
の
崇
敬
会
大
一

便鶴
り
、
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
」
祭
で
の
奉
奏
の
依
頼
が
あ
り
、
出
i

=__ 
第
「
秋
季
大
祭
」
打
合
せ
会
が
、
花
田
「
向
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
当
一

日月
＿
安
輝
会
長
以
下
保
存
会
役
員
七
名

□日
の
日
程
等
、
詳
細
に
つ
い
て
綿
密
一

年
出
席
の
下
、
斎
館
に
て
開
催
さ
れ
、
i
な
協
議
が
な
さ
れ
た
。

疇
一
秋
季
大
祭
「
一
日
祭
」
で
の
奉
奏
に
一
こ
の
主
基
地
方
風
俗
舞
の
あ
ゆ
[

号
一
際
し
、
温
習
日
の
決
定
、
奉
仕
員
の
：
み
や
、
高
良
大
社
で
奉
奏
す
る
趣
一

0
-
6
2
確
認
が
な
さ
れ
た
。
こ
旨
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
一

ま
た
、
本
年
は
久
留
米
市
に
鎮
一
次
号
に
て
大
祭
の
御
報
告
と
あ
わ
[

第3
一
座
す
る
高
良
大
社
（
竹
間
宗
麿
富
せ
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
●

·'謬町碁榊川■ •I■顧『 Uロー
「宗像大社刀剣展」のご案内
宗像大社神宝館では、御祭神へ奉納された刀剣を

特別公開する展覧会を開催します。

刀匠の技の結晶を皆様是非ご覧下さい。

◆会期

◆時間

◆会場

◆拝観料

平成24年 1 1 月 1 日（木）～25日（日）

午前9時～午後4時30分

神宝館 1 階展示室

大人 500円

大学・高校生 300円

中・小学生 200円

*15名以上は 1 名に付100円引

※展示替え作業のため、

平成23年 10月29日（月）～31 日（水）、

1 1 月 26日（月）～28 日（水）は、

館内の一部がご覧いただけない場合がございます。

詳しくは宗像大社0940-62-1311 へお問い合わせ下さい。

西日本菊花大会のこ案内
神郡宗像に菊の季節が到来しました。九州各県を中心に、

全国の菊花愛好家が丹精込めて作り上げた銘花約三千鉢

が、境内中に展示されます。この大会の最高賞は内閣総理

大臣賞、この他に大臣賞が十一本授与され、別名「菊作り九

州ナンバーワン決戦大会」とも呼ばれています。

期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで賑いま

す。また菊苗・菊鉢の販売、勅使館をこの時期限定で特別に

開放「抹茶コーナー」、豪華景品が当たる『菊みくじ』、宗像観

光協会の運営する『いっぷく茶屋』なども開かれています。是

非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

◆会期

◆時間

◆会場

◆拝観料

平成24年 1 1 月 1 日（木）～22日（木）
終日 ．ヽ＼ \ I 

宗像大社境内

無料
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九
月
三
上
五
日
の
一

、
三
日
間
、
第
十
七
回
一

’
―
中
堅
社
員
研
修
の
一

l宗
像
大
社
研
修
を
一

9
実
施
さ
せ
て
頂
き
一

一
ま
し
た
。
今
回
の
研
一

一
修
に
は
、
国
内
各
事
i
`

一
業
所
の
社
具
二
十
六
一
．
ー

L

：
名
に
、
国
外
か
ら
は
一
こ
と
」
の
二
つ
を
目
的
に
継
続
実
施
こ
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
初
め
て
経
[

，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
駐
丁
そ
お
り
ま
す
°
[
訳
で
あ
り
、
日
常
生
活
か
ら
離
れ
一
↓

]
在
社
員
一
名
、
ま
た
一
研
修
開
始
に
際
し
、
ま
ず
本
殿
了
た
神
域
に
身
を
置
い
て
い
る
と
い
[

一
聴
講
生
と
し
て
中
二
c

研
修
開
始
奉
告
祭
を
執
り
行
い
一
う
実
感
も
あ
り
、
自
然
と
感
性
が
丁
し

国
の
現
地
事
業
所
：
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
向
宮
司
よ
り
二
局
ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
[

の
社
員
一
名
の
総
勢
二
店
主
は
こ
の
神
郡
宗
像
で
生
ま
れ
―
二
泊
三
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
一

三
十
八
名
が
参
加
二
首
ち
、
そ
の
中
で
養
わ
れ
た
日
本
了
中
、
神
宝
館
見
学
、
第
二
宮
・
第
三
一

致
し
ま
し
た
。
丁
人
の
精
神
が
出
光
興
産
の
根
幹
に
二
呂
・
高
宮
参
拝
、
御
由
緒
の
説
明
、
[

本
研
修
は
「
日
常
：
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
日
本
人
二
雅
楽
鑑
賞
、
神
職
の
皆
様
と
の
懇
一

生
活
と
離
れ
た
神
域
一
の
精
神
の
原
点
は
神
道
に
あ
り
ま
二
眠
と
本
当
に
多
く
の
経
験
を
さ
せ
一

に
身
を
お
く
こ
と
で
こ
9

の
で
、
皆
様
に
は
こ
の
地
で
感
じ
二
J
頂
き
ま
し
た
。
i

感
性
を
高
め
る
こ
と
」
こ
双
づ
い
た
こ
と
を
糧
と
し
、
今
後
一
特
に
、
神
職
の
皆
様
と
の
懇
談
一

「
創
業
者
・
店
主
出
二
り
出
光
そ
し
て
日
本
を
牽
引
し
て
二

C

は
、
神
職
の
皆
様
の
飾
り
の
無
い
一

光
佐
三
が
多
大
な

□欲
し
い
。
」
と
の
講
話
を
頂
き
ま
し
こ
Q
話
に
よ
り
、
神
道
や
宗
像
大
社
一

「
影
響
を
受
け
経
営
の
丁
た
。
一
に
つ
い
て
理
解
が
一
層
深
ま
る
と
一

『
原
点
と
し
た
日
本
の
一
ま
た
、
各
神
職
の
方
々
ご
指
導
二
同
時
に
、
日
頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
一

伝
統
文
化
に
触
れ
そ
二
り
下
、
白
衣
白
袴
の
着
方
や
祭
式
―
こ
と
が
解
消
で
き
ま
し
た
。
~

の
思
い
を
感
じ
取
る
：
作
法
ま
で
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
一
研
修
生
か
ら
は
「
非
日
常
の
環
一

（
株
）中
堅
社
員
研
修

出
光
興
産
（
株
）
人
事
部
教
育
課

.
,
f
,
 
.
.
 

矛
＾
，
塁
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たてす境
こ店ると
--,主こ作
神のと法
道ルがの
の l で中
精ッきで

百瓜見雙
喜茎人阿
な馳そ白

一声國＿一‘--‘‘ーニ可一［．．．．．：．．．．．し．．．．．！．：．
研のま皆お えうにの店等践かし活の
修ごす様世参て当触原主のーけた r で
の繁とに話加お初れ点が感をる。痕な
所栄もは頂者り目‘と多想身真ー付く
感をに心きのま的そし大が遅摯祠ぃ‘
とぉ、よま事すが篇たな寄巖 2 職て今
さ祈宗りしを゜達言日影せじ思のいも
せり像感た親 せを本響ら、い方る我
贔申大謝宗身 ら感のをれ感←々こ々

,~嘉門雙髯 仁¥悶胄會：与、宝靡
すげ益上社ぇ とと文経り：竺務理常
。、々げの、 考い化営、一実に解生

名がいれ令 さ下三拝
も‘伊て集式れ‘日会顕
知時扁ぃ--,内た長間が彰
れ代をる延社°崎に八会
ずが受神喜と 県亘月発

塁 9 悶慧百ば 悶り、二足
しっ古指神平 を十穴後
たれ社す名安 舞七 S 初

昇胄互冒農胃 信畠；摩
もであ時記の 開加日の
多はる篤さ法 催のの巡

＿．ど．．．．厨．．．兄．．．．韮...五...........“..•冨．．．．．王．．．．王．．．．し．；

中信特ららが津 迎れ出総早神 にどハ来強し風出成り担る゜
心仰の八れ三美対えたで代朝社今対ぅプず風て十発さ‘う事そ
での信幡た韓信馬入よ台のょは回馬にラ福にお五日れ本のでの

皇言讐贋喜信仰目悶； ；ロヽ］言：竺胄塁合り、嘉竺た雪誓閂古
篇喜可晶扉訂神[-片丸司、さ累口目畏塁塁翡〖 奇冑塁畠
仰天馬説立皇瓦；悶 11 考 9 謡苫出嘉店〗靡よ晶旦 畠製謬靡
が道独か寄后る°暖をつは社頂来日ナこ返に飛に折 務目のを

和 か行てじでいだのがす着行最し 局的一顕
多 くわ総めはた 内、な陸機接も にで端彰
........................................................................................... ~...,.. 

な地買あ なても頂め
い元収りさつい神＜総巡
興で‘‘らてる社機代拝
味な外外に以属界会の会

はれ力人対 こt阿悶児閏塁さ継のが目瓦
雙たに憤馬今とお聞観本のっ者査芝と地
t：塁塁巖腐開闊讐：彦且 9 ：雪畠象乱塁
迄翌皇冗聾農ぷ喜｀ぶ迄゜｀雰虚峠也い訪魅．で く来笥のも とっでて始

九
州
式
内
社
顕
彰
会
巡
拝
旅
行

ー
国
境
の
島
、
「
対
馬
」
の
古
社
十
社
を
巡
る
S
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しと式生 名県で本生
くもには期が内の年を学

：員［ ；犀[: [ : [i 
入清員朝実t~生［ ; k 贋
る々と拝習 五 上言嬰

干員目

骨 9ゞ 皐
ま、学

宮；次が

作資宣つをなの住に祠属て下て 一—··贔|1 :[;犀
霜翠忠五臼羞 9 斎望；皇姿豆 9 旦講贔哀占農摩竺嘉畠謳{t節
蓋邑因因 9 泣 99 塚竺：笠［票望冒： ［讐乞語冨罪柑；立笈囚な展り藤触大い物＾文史氏着民沖古だ激たしな゜を生の箆閻の
ど示や川れ社..___,,館重書学・・物俗ノ学 しとた祭初捧代各ーに月

よ員本承文現 眼稀にはくて文 の

l ] ：ビ［悶 9i ［円悶］円][9 
るる護端でるで山宮あた護宗体

ーことやを様こぁ頂をつだへ像験

9 蕊：疾往｀畜；互認羞：層安［
見； ［閏 [9[ｧ99 [ ; [ : 
た芸の継、、 肉はらでめいの
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町·.. 

学
芸
員
実
習
開
催

内
の
大
学
生
五
名
が
受
講
s

＇
東
西
神
社
人

親
善
野
球
熱
田
大
会

S

伊
勢
神
宮
チ
ー
ム
連
覇
。
当
チ
ー
ム
は
第
四
位
に
S

全
国
の
神
社
人
が
野
球
を
通
し
一
当
日
は
気
温
三
十
五
℃
と
残

て
親
睦
を
深
め
る
親
善
野
球
大
会
二
署
厳
し
い
中
、
開
会
式
直
後
の

が
、
八
月
二
十
ニ
ー
ニ
十
四
日
の
三
二
初
戦
で
東
京
チ
ー
ム
と
対
戦
。

日
間
、
熱
田
神
宮
（
愛
知
県
名
古
一
終
盤
に
追
い
上
げ
ら
れ
る
も
辛

屋
市
）
の
当
番
で
開
催
さ
れ
、
選
二
勝
し
て
二
回
戦
へ
進
み
、
前
回
優

手
•
関
係
者
約
一
三
0
人
が
参
加
二
勝
の
伊
勢
神
宮
チ
ー
ム
と
対
戦
。
会

大田

当
大
社
は
太
宰
府
天
満
宮
と
の
合
こ
尤
発
の
若
手
左
腕
の
立
ち
上
が

同
チ
ー
ム
総
勢
二
十
一
名
で
参
戦
：
り
を
攻
め
、
先
制
点
を
も
ぎ
取
熱

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
：
る
も
リ
ズ
ム
の
出
て
き
た
好
投
到

野善

手
を
最
後
ま
で
攻
略
で
き
ず
、

二
回
戦
で
の
敗
退
と
な
っ
た
。
一
親

昼
食
後
、
別
ブ
ロ
ッ
ク
で
敗
れ
人

た
熱
田
神
宮
チ
ー
ム
と
の
三
位
一
社

神西

決
定
戦
に
臨
む
も
惨
敗
、
今
大

会
は
四
位
に
終
わ
っ
た
。
一
東

尚
、
決
勝
戦
は
三
大
会
連
続
回

5
 

＿
第

で
伊
勢
神
宮
と
兵
庫
チ
ー
ム
が

3

対
戦
、
そ
の
結
果
五
対
一
で
伊

勢
神
宮
チ
ー
ム
が
連
覇
を
果
た

し
た
。

来
年
は
二
十
年
に
一
度
の
神

宮
式
年
遷
宮
を
迎
え
、
斯
界
全

体
が
多
忙
と
な
る
た
め
二
年
間

中
断
し
、
次
回
は
平
成
二
十
七

年
に
金
刀
比
羅
宮
の
当
番
で
の

開
催
予
定
で
あ
る
。
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受濃艦けニイ雷
けーはて四テ十戦

五菜畠覧主胃下巴
没潜空。爆同立大
し水母大弾形百四
て艦に和十艦ては

閾閾塁置晶‘i奇雷°雷青艦以ー゜五
四ナこの上が先発
本-,三を魚の、
を信番受雷レ魚

................................................................. 

よた本和新れた
そ凧爆ー鋭てが三

疇疇匹戎閲璽艦窓名て~ ―a. 阿雷＋ t-軽え時と
弾負のあ‘艦

一紀9 [ ：しま: 1: f眉 ：~,賃;;〖息
九軍たナこ空 l 十て数百た呉期戸房

ークヱ，、塁 [9 贔會 旦五:~;臀量
のきに l 失北ミ 軍没雷-,ナこ残よ
艦を先をな以う にし七大。さっ
........................................................................................................................... 

をに助-, -,月が月-,なは-,の船
見助活大沈初ー被←雪し生朝駆が

米軍が次々に大和にむかってくる てけ動色没霜は害は風と存雙逐南
いらを-,を五百はげ江い者-,艦海

感中れ ス助と積はよるれ行矢まゼ名少ッ＝うな霞Qに

ビ且負冑〗悶閤ぢ農；犀負；琶嘉号氣息卜石悲し、五g甕

：［口印］叫臼叩□凡繋喜＄烹う。了だと［合胃畠邑腐胃 t：祠閲苓t：言雙巴貸 ＼這f
.................................................................................................................................................................................................................................................. 

風駆わにをな てのさたたそ大番 通はる死り の残 え歌和
一逐きよ歩つさい中ーち八の戦組ムの‘°者‘歌歌つ-,故彼辛て人ノ
含艦市れ＜たてナこでをは十中艦が五感生吉ゃ B 人でた俺に等＜い岡最
ー1 小ばー艦軍のは語で‘で大あも情き田市 29 岡あんはぁよしナこ野期

］口魯揺兄眉胃； ：そぁ辛》四［且虞夏塵碧は召歪忍悶 E& て合馨；
l ：奮魯嬰軍波召尚匁夏岱多ぢ夕 k ；久唱死撃徴 ；、だか猾我？の書

＇［戸⑰應塁口:l 、`闊゜：叫 :: □ 9>J--撃平嘘·悶胄丞亘農 五巖芯ぷ畠 晶冑 ;i 品翌
ー 一し•ー・一 ｷ-·-—_ •一―-•一 ．．--一 ..................................................................................................................................................................... 

昭和 20 年 (1945 年）当時の涼月 の本社 たいぎ駆いよ昭ど八用よ示夕り覆
軍軍て参ろわな逐るう、租国丈はうさイかわ
艦艦戦考うきど艦゜た—内島-‘なれ）レあれ
駆百艦 11 か市と四いが十数神<-旧てでるて

言；奇嬰゜畠魯累喜；贔扁冒且盟閾胃？；塁
光 合大 波。のはの頃に二存艦一゜部風に
人田右和 堤東こ福後ま記尽秋舶同にに埋

旦喜；口 琶斐〖塁塁胃 9 胃儡腐［胃醤だ
ぅ震る福さわぁ野、波-,位違て

日て光 だ災に島れれり港璽堤こ置いい
本日人 っですのてた、な尽利のがのる

7
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一
福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

i
公
園
の
す
み
に
ひ
っ
そ
り
「
さ
る
す
べ
り
」
気
ず
く
者
な
く
紅
の
花
咲
く

目
立
た
ぬ
花
に
心
を
寄
せ
る
作
者
。
四
句
と
意
味
が
重
な
る
二
句
は

d
了
丈
低
き
〉
な
ど
描
写
に
。
四
句
は
〈
気
づ
く
〉
、
三
句
の
括
弧
は
不
要
。

i
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

i
朝
の
間
は
月
の
そ
が
ひ
に
リ
ン
グ
な
す
日
輪
今
し
海
へ
ち
か
づ
く

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
＂

~
金
環
蝕
の
歌
。
今
回
の
日
蝕
は
朝
だ
っ
た
の
で
初
句
は
〈
こ
の
朝

不
思
議
と
も
然
々
お
も
う
災
害
の
無
き
は
宗
像
大
社
の
お
か
げ
と
~

冑
L『O汀
ロ
ロ[
:
9
コ
ロ
只
i
f
い
：
ロ
ェ
汀

□
言
〉
い
。
旬
も
日
没
と
間
違
わ
な
い
よ
う

i
宗
像
市
池
田
森
龍
子

一
庭
園
の
一
畳
が
ほ
ど
の
石
の
面
白
く
乾
き
て
秋
づ
く
気
配

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

手
す
さ
び
に
拾
ひ
た
れ
ど
も
石
は
石
何
も
か
わ
ら
ぬ
吾
は
吾
な
り
]
]
繊
細
な
感
性
。
二
旬
は
〈
一
畳
ほ
ど
の
〉
。
三
句
•
四
句
表
記
を
〈

S
の

齢
を
重
ね
て
も
私
は
私
だ
、
と
強
く
思
う
作
者
か
。
上
の
句
の
]
面
し
ろ
＜

s
〉
に
。
面
白
と
続
く
と
別
の
意
味
に
読
ま
れ
て
し
ま
う
。

一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

古
と
の
関
係
が
少
し
分
か
り
に
く
い
が
四
旬
を
〈
月
日
た
ち
て
[

も
〉
と
し
て
は
。
•
よ
そ
も
の

一
宗
像
の
む
か
し
話
に
腹
か
か
ふ
転
入
者
の
腑
に
も
方
言
落
ち
て

福
津
市
若
木
台
山
崎
八
濯
っ
二
転
入
者
の
作
者
も
方
言
で
語
ら
れ
る
宗
像
の
昔
話
に
大
笑
い
し
た
の

心
字
池
の
め
ぐ
り
の
樹
々
を
大
掴
み
し
て
揺
ら
す
か
な
雄
風
の
吹
く

[
Lだ
ろ
う
、
方
言
な
ら
で
は
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
理
解
で
き
た
喜
び
の
歌
。

~
宗
像
市
田
久
田
中
國
廣

擬
人
法
を
使
い
、
風
の
勢
い
を
表
現
し
た
爽
や
か
な
歌
。
樹
を
i

一
言
[
]
覧
。
も
の
が
何
か
が
解
る
よ
う
に
、
雄
風
を
早
く
出
五
き
短
歌
で
き
し
と
勇
み
投
稿
す
二
、
三
日
経
て
ば
粗
の
目
立
ち
来

く
あ
る
こ
と
だ
。
や
や
説
明
的
な
の
で
時
間
経
過
で
は
な
く
歌
を

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

]
d
]
心
に
し
〈
良
き
で
き
と
勇
み
投
稿
せ
し
短
歌
ニ
・
三
日
経
て

S〉
と
。

~
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

避
難
所
に
肩
寄
せ
あ
ひ
て
に
ぎ
り
め
し
ひ
と
つ
を
貰
ら
ひ
一
息
つ
け
り
~

＿
＿
工
[
[
汀
[
<

□i
T
五
門
[
[
い
』
』
五
汀
冨
除
け
の
瓢
箪
ず
ら
り
掛
け
ら
れ
て
梅
雨
の
最
中
に
徽
―
つ
な
し

~
神
社
だ
ろ
う
か
、
沢
山
並
ぶ
奉
納
の
厄
除
け
瓢
箪
。
梅
雨
な
の

]
1に
徽
一
っ
な
い
と
見
た
、
作
者
の
視
点
が
女
性
ら
し
く
個
性
的
。

i
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次
＂

~
五
尺
に
も
と
ど
か
む
と
す
る
ホ
ウ
ズ
キ
を
妻
貰
ひ
来
て
門
に
つ
る
し
ぬ

洗
濯
も
の
持
ち
ゆ
く
度
に
病
む
妻
が
無
理
せ
ぬ
様
に
と
逆
に
言
い
た
り
~＂

こ
の
酸
漿
は
愛
宕
神
社
の
酸
漿
祭
り
で
配
る
も
の
か
。
厄
除
け
か
病
気

夫
人
は
入
院
中
な
の
だ
ろ
う
。
労
わ
り
あ
う
ご
夫
婦
の
愛
情
が
感
[
'

Ii
じ
ら
れ
る
歌
。
結
句
は
〈
わ
れ
を
労
わ
る
〉
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う

0

~
封
じ
な
ら
ば
そ
れ
が
分
か
る
と
良
い
。
旧
か
な
で
は
酸
漿
は
ほ
ほ
づ
き
。

~
盲
百
森

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
~

昼
寝
す
る
我
を
た
し
か
め
出
で
ゆ
き
し
夫
の
足
音
や
わ
ら
か
く
消
ゆ
i一
七
つ
の
海
越
え
て
日
本
に
来
し
と
い
ふ
南
瓜
を
切
り
て
汁
の
実
と
す
る

の
邪
魔
を
せ
ぬ
よ
う
に
と
の
夫
の
心
遣
い
に
感
謝
す
る
作
者
。
~

＂
ロ
ロ
の
〈
や
わ
ら
か
く
〉
が
作
者
の
気
持
ち
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。

□土
の
に
ほ
ひ
風
の
に
ほ
ひ
の
す
る
言
葉
ぼ
う
ぶ
ら
と
母
は
南
瓜
を
呼
び
き

峠
眉宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月
2
5
日
メ
切

じ
駈
血
俳
句
作
品
集

宗
像
市
日
の
里
石
松

糖
漬
や
亡
き
母
偲
ぶ
今
宵
か
な

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

花
火
会
帰
路
渋
滞
の
U
タ
ー
ン

ー
日

[
A
5
：
口
『

昧
違
い
ま
す
。
一
年
目
の
青
木
選
手
と
ダ
ル

ビ
ッ
シ
ュ
投
手
が
、
既
に
チ
ー
ム
の
中
心
選
手

と
し
て
大
活
躍
▼
＿
方
で
ベ
テ
ラ
ン
と
い
え
ど

も
結
果
が
全
て
の
厳
し
い
世
界
で
、
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
の
誰
も
が
一
度
は
袖
を
通
し
た
い

と
さ
れ
る
名
門
球
団
ヤ
ン
キ
ー
ス
と
一
年
契

約
。
サ
ム
ラ
イ
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
評
さ
れ
る
強
靭

な
精
神
力
と
、
ボ
ー
ル
を
打
者
の
手
元
で
微
妙

に
動
か
す
投
球
術
で
、
三
十
七
歳
な
が
ら
現
在

エ
ー
ス
級
の
活
躍
を
み
せ
る
の
が
黒
田
博
樹

投
手
で
す
▼
さ
ら
に
イ
チ
ロ
ー
選
手
も
加
わ
り
、

こ
の
二
選
手
が
日
本
人
の
培
っ
た
「
野
球
」
の
最

高
レ
ベ
ル
を
屈
指
し
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
ポ
ス

ト
シ
ー
ズ
ン
に
臨
み
ま
す
▼
三
十
半
ば
過
ぎ
と

い
う
同
世
代
の
感
情
も
入
り
混
じ
り
、
多
く
の

勇
気
と
愛
国
心
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
外
国
の
大
使
館
に
物
を
投
げ
込
ん

だ
り
、
店
舗
を
襲
う
国
の
愛
国
心
と
異
質
な
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
（
塚
）
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